
ＡＡＢＣの事業展開と関連する諸団体 （H23.5.8作成）

高齢化対応モデル都市創造

アジア・エイジング研究連携

H20N ニコニコペースのステップ運動を用いた介護予防プログラム開発事

業（厚生労働省）
H21N 元気ったい！ふくおかプロジェクト（経済産業省）
H22N 疾病管理システム構築（総務省）
H22N～ 福岡・釜山健康づくり交流事業（福岡市保健福祉局）

H22N～ Think Health Projectに協力（福岡市保健福祉局）
H23N 保健福祉GISを用いた地域分析手法の開発（厚生労働省に申請中）

アジア・エイジングビジネス開発

・ソーシャルマーケティングの手法を活かした健康づくりの促進
・それを通じた新たな健康づくりビジネス開発・健康サービス産業振興

集客交流

健康づくり

人材養成

H20～22N 海外エイジング視察コーディネート事業（福岡市保健福祉局）

H21～ 海外研修受入事業委託（福岡市総務企画局）

・高齢者施設等を視察先とする新たな集客交流ビジネスモデルの構築。

H22N 海外介護人材受入カリキュラム開発（麻生塾・文部科学省）への協力
H22N 韓国マンパワー公団からの人材受入（日韓協会を通じて）

・海外からの看護介護士受入に関する調査研究とビジネスモデル化

アジア高齢化研究・実験

・アジア太平洋地域のエイジング研究者・政策立案者等が集まり、高齢

化対応のベストプラクティスを学び合うアジア太平洋アクティブエイジン

グ会議（ACAP）を定期的開催。全体事務局はAABC。韓国事務局（釜山

老人生活科学研究所）、米国事務局（ハワイ大学）あり。
・主要参加地域：日本、韓国、中国、米国、カナダ、インドネシア、モンゴ
ル、シンガポール

H16N ACAP①福岡市

H17N ACAP②ハワイ、福岡市、釜山市、上海市

H18N ACAP③韓国南海郡

H19N ACAP④上海市

H20N  専門家会議－パリ（世界老年学会）、ジャカルタ
H21N  専門家会議－福岡市
H22N ACAP⑤福岡市

【今後の予定】
H23N 専門家会議－上海市・寧波市

ACAP⑥バリ（東南アジア・アクティブ・エイジング会議）
H24N ACAP⑦北九州市

専門家会議マレーシア（国際健康高齢化会議）

専門家会議－ハワイ（ハワイ太平洋老年学会）
H25N 専門家会議－ソウル（世界老年学会）

・日本の高齢化のノウハウをアジアに伝えるためのモデルを構築
・とりわけ介護分野の資格及び技術のアジア統一規格を早急に整備
・日本のノウハウを伝えるブリッジ人材の養成及び養成拠点の整備

H20～22N アジア型エイジング対応モデル事業（笹川平和財団）

H23～25Ｎ アジア太平洋越境ケア人材養成連携（国際交流基金）

福岡市高齢化研究・実験

・福岡市を高齢化のモデル都市とするための調査研究及び実験

H22N～ アイランドシティまちづくり協議会事務局（福岡市港湾局）
H22N アクティブ・エイジング戦略に関する調査研究（福岡市総務企画局）

H23N 全世代参加型「幸齢楽園都市ふくおか」の実現（内閣官房地域活性
化統合事務局「環境未来都市する提案」）

H23～ 高齢化社会のための社会技術開発「コミュニティで作る新しい高齢社
会のデザイン」（社会技術開発センターに申請予定）

・大野俊 京都大学教授（前アジア総合政策センター所長）

・アジア・ケアワーカー研究会
・日韓経済協会

・田中宏暁 福岡大学教授

・熊谷秋三 九州大学健康科学センター教授
・We Love 天神協議会
・西部副都心まち創り活性化推進協議会

・九州スポーツクラブ協議会
・カルナサポートシステム

・辻哲夫 東京大学高齢社会総合研究機構（元厚生労働省事務次官）

・秋山弘子 東京大学高齢社会総合研究機構
・後藤芳一 大阪大学教授（元経済産業省製造局次長）

・財団法人福岡アジア都市研究所
・九州経済調査協会

ジョセフ・トロイシ国連高齢化研究センター所長（マルタ）

グロリア・ガッツマン カナダ大学教授（カナダ）

車興奉ハリム大学教授（元韓国厚生労働大臣）
・ハワイ大学（米国）

・高神大学（釜山市）
・華東師範大学・上海大学（上海市）
・インドネシア大学（インドネシア）

・財団法人エイジング総合研究センター
・高齢社会ＮＧＯ連携協議会
・笹川平和財団

ＡＡＢＣの当面の活動目標

●アジア関連
・介護人材養成に関するアジア統一資格の創設
・統一的カリキュラムの作成
・カリキュラムを教える人材の養成
・そのための拠点の整備
（福岡ACAP2010において国連・アジア太平洋諸国からの参加者が賛同

→福岡ACAP2010宣言）

●福岡市関連
・高齢化対応のアジアのモデル都市をめざす社会実験の実施
（西部副都心において、ソ－シャルマーケティングによる健康づくり、クラ
ウドサービスによる情報提供、ユニバーサルデザインによるまちづくりの
３つを統合した社会実験を行う予定）

●ビジネス開発

アジア高齢社会プラットフォーム構想の推進

ＡＡＢＣの当面の活動目標


